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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年12月18日(2008.12.18)

【公表番号】特表2006-517309(P2006-517309A)
【公表日】平成18年7月20日(2006.7.20)
【年通号数】公開・登録公報2006-028
【出願番号】特願2004-557437(P2004-557437)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  12/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/21     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５１１Ｃ
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５４５Ｚ
   Ｇ０６Ｆ  17/21    ５０１Ｔ
   Ｇ０６Ｆ  17/21    ５７０Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月29日(2008.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＰＥＧ－４（ｍｐ４）バイナリ・ファイルをＸＭＴ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　ＭＰＥ
Ｇ－４　Ｔｅｘｔｕａｌ）－Ａファイルに変換する方法であって、
　前記ｍｐ４バイナリ・ファイルを表す少なくとも１つの中間構造化文書を生成すること
と、
　前記少なくとも１つの中間構造化文書をＸＭＴ構造化文書に変換することと、
　前記ＸＭＴ構造化文書に基づいて前記ＸＭＴ－Ａファイルを作成することと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記中間構造化文書が、ｍｏｏｖアトムおよび１つまたは複数のｍｄａｔアトムを表す
データ構造を含み、前記ｍｏｏｖアトムが、ｉｏｄｓアトムおよび１つまたは複数のｔｒ
ａｋアトムを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ｍｄａｔアトムおよびｔｒａｋアトムを表すデータ構造に基づいて外部メディア・
ファイルを生成することをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記中間構造化文書の変換が、ｍｐ４－ｆｉｌｅ構造化文書を生成することを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ｍｐ４－ｆｉｌｅ構造化文書が、ｅＸｔｅｍｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇ
ｕａｇｅに基づく、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ｍｐ４－ｆｉｌｅ構造化文書が、ｍｏｏｖ構造化要素および１つまたは複数のｍｄ
ａｔ構造化要素を含み、前記ｍｏｏｖ構造化要素が、前記ｍｏｏｖアトムを表し、各ｍｄ
ａｔ構造化要素が、前記中間構造化文書によって表される前記ｍｄａｔアトムの１つを表
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す、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ｍｏｏｖ構造化要素が、前記中間構造化文書の対応する部分を表すｉｏｄｓ要素お
よび１つまたは複数のｔｒａｋ要素を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ｓｃｅｎｅ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　ｓｔｒｅａｍを表すｍｐ４－ｂｉｆｓ構造化文
書を生成することをさらに含み、前記ｍｐ４－ｂｉｆｓ構造化文書が、前記ｍｐ４－ｆｉ
ｌｅ構造化文書と別々の別個の文書である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ｍｐ４－ｂｉｆｓ構造化文書が、ｏｂｊｅｃｔ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ　ｓｔｒｅ
ａｍを表す要素を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ｍｐ４－ｂｉｆｓ構造化文書が、ｓｃｅｎｅ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　ｓｔｒｅ
ａｍを表す要素を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項１１】
　前記中間構造化文書の生成が、
　前記ｍｐ４バイナリ・ファイルを表すデータ構造の組を生成することと、
　データ構造の前記組を前記中間構造化文書に変換することと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記中間構造化文書の変換が、ｓｃｅｎｅ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　ｓｔｒｅａｍを
表すｍｐ４－ｂｉｆｓ構造化文書を生成することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ＭＰＥＧ－４（ｍｐ４）バイナリ・ファイルをＸＭＴ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　ＭＰＥ
Ｇ－４　Ｔｅｘｔｕａｌ）－Ａファイルに変換するシステムであって、
　前記ｍｐ４バイナリ・ファイルを入力し、前記ｍｐ４バイナリ・ファイルを表す少なく
とも１つの中間構造化文書を生成するように構成されたバイナリ・ファイル・デコーダと
、
　前記中間構造化文書を入力し、ＸＭＴ構造化文書を生成するように構成されたトランス
レータと、
　前記ＸＭＴ構造化文書を入力し、前記ＸＭＴ－Ａファイルを生成するように構成された
ＸＭＴシリアライザと
　を含むシステム。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの中間構造化文書が、ｍｏｏｖアトムおよび１つまたは複数のｍｄ
ａｔアトムを表すデータ構造を含む、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　ｍｏｏｖアトムを表すデータ構造が、ｉｏｄｓアトムおよび１つまたは複数のｔｒａｋ
アトムを表すデータ構造を含む、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ｍｄａｔアトムおよびｔｒａｋアトムを表す前記データ構造に基づく１つまたは複
数の外部メディア・ファイルをさらに含む、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの中間構造化文書が、ｍｐ４－ｆｉｌｅ構造化文書を含み、前記ｍ
ｐ４－ｆｉｌｅ構造化文書が、データ構造の前記組に基づいて、１つまたは複数のｍｄａ
ｔ要素、ｍｏｏｖ要素、およびｉｏｄｓ要素を含む、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１８】
　コンピュータに実行させるコンピュータ・プログラムであって、
　ＭＰＥＧ－４（ｍｐ４）バイナリ・ファイルをＸＭＴ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　ＭＰＥ
Ｇ－４　Ｔｅｘｔｕａｌ）－Ａファイルに変換する、前記有形の媒体に結合されたコンピ
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ュータ可読プログラム・コード
　を含み、前記コンピュータ可読プログラム・コードは、前記プログラムに、
　前記ｍｐ４バイナリ・ファイルを表す少なくとも１つの中間構造化文書を生成すること
と、
　前記中間構造化文書をＸＭＴ構造化文書に変換することと、
　前記ＸＭＴ構造化文書に基づいて前記ＸＭＴ－Ａファイルを作成することと
　を行わせる、コンピュータ・プログラム。
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